
JP 2008-522630 A5 2010.10.21

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成22年10月21日(2010.10.21)

【公表番号】特表2008-522630(P2008-522630A)
【公表日】平成20年7月3日(2008.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-026
【出願番号】特願2007-545722(P2007-545722)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/075    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    ＺＮＡＢ
   Ｃ１２Ｎ   7/02    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/075   　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年9月6日(2010.9.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アクセッション番号ＰＴＡ－６２３１の下でＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｙｐｅ　Ｃｕｌｔｕｒ
ｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ（ＡＴＣＣ）に寄託された、ＳＬ０００３の名称を有する組換
えアデノウイルス産生細胞株。
【請求項２】
アクセッション番号ＰＴＡ－６６６３の下でＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｙｐｅ　Ｃｕｌｔｕｒ
ｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ（ＡＴＣＣ）に寄託された、ＳＬ０００６の名称を有する組換
えアデノウイルス産生細胞株。
【請求項３】
組換えアデノウイルスを産生するための方法であって、該方法は、組換えアデノウイルス
ベクターでトランスフェクトされたＳＬ０００３の名称を有するヒト細胞株を、該細胞株
において該ウイルスゲノムの複製を可能にする条件下で培養する工程を包含し、ここで、
該ヒト細胞株は、アクセッション番号ＰＴＡ－６２３１の下でＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｙｐ
ｅ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎに寄託されている、方法。
【請求項４】
組換えアデノウイルスを産生するための方法であって、該方法は、組換えアデノウイルス
ベクターでトランスフェクトされたＳＬ０００６の名称を有するヒト細胞株を、該細胞株
において該ウイルスゲノムの複製を可能にする条件下で培養する工程を包含し、ここで、
該ヒト細胞株は、アクセッション番号ＰＴＡ－６６６３の下でＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｙｐ
ｅ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎに寄託されている、方法。
【請求項５】
前記組換えアデノウイルスは、複製欠損である、請求項３または請求項４に記載の方法。
【請求項６】
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前記組換えアデノウイルスは、異種遺伝子を含む、請求項３または請求項４に記載の方法
。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
【数４】

ならびに病原性であることが現在公知であるかまたは後に同定される任意の他の寄生虫に
由来する抗原をコードするヌクレオチド配列が挙げられるが、これらに限定されない。
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